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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも前面が開放された保冷室と、該保冷室の内部に配設した複数の棚とを有し、
前記保冷室の上部前端に設けた冷気吹出口から吹き出される冷気により、前記棚に載置し
た物品を保冷するようにしたオープンショーケースであって、
　前記冷気吹出口の前方に、指向性を有する同色の照明灯が少なくとも前後２列に配設さ
れており、
　一の前記照明灯は、該一の照明灯の照明領域が前記保冷室内部を全体的に照射するよう
に構成され、
　他の前記照明灯は、該他の照明灯の照射角度が該一の照明灯の照射角度よりも狭く、該
他の照明灯の照明領域が該一の照明灯の照明領域よりも狭く、かつ、該他の照明灯の照射
指向中心が該一の照明灯の照射指向中心よりも下方を向くように構成されていることを特
徴とするオープンショーケース。
【請求項２】
　前記一の照明灯は前記他の照明灯の後側に配置されることを特徴とする請求項１に記載
のオープンショーケース。
【請求項３】
　前記一の照明灯及び前記他の照明灯それぞれの照射指向中心は、共に後方下方側に向く
ことを特徴とする請求項１または２に記載のオープンショーケース。
【請求項４】
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　前記一の照明灯はＬＥＤ素子を備え、前記他の照明灯は、ＬＥＤ素子と該ＬＥＤ素子の
前面に係止されたレンズとを備えることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載
のオープンショーケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スーパーマーケットやコンビニエンスストア等の食品売り場にて用いられ、
冷凍・冷蔵食品や生鮮食品等の物品を陳列するための複数の棚を有するオープンショーケ
ースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のオープンショーケースは、保冷室の前面開口の上部に照明灯を備え、保冷室内を
照明しているが、例えば保冷室の底部及び下段の棚板前部等の箇所は照明し難いなど、照
明領域が限られてしまい、このような照明し難い箇所の照度を高めるために、保冷室の前
面開口の下部にも照明灯を配設して、当該箇所を照明するものがある（例えば、特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－８４９８７号公報（第５頁、第２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１にあっては、この照明灯が照明する箇所である保冷室の底部
及び下段の棚板の最前部に物品を陳列すると、当該最前部の物品を下方から照らすのみで
その背面の物品を照らすことができず、また照明費用も嵩むという問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、保冷室内の照明し難い箇所に
至るまで照明領域を広く確保できるとともに、照明に要するエネルギを省力化できるオー
プンショーケースを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明のオープンショーケースは、
　少なくとも前面が開放された保冷室と、該保冷室の内部に配設した複数の棚とを有し、
前記保冷室の上部前端に設けた冷気吹出口から吹き出される冷気により、前記棚に載置し
た物品を保冷するようにしたオープンショーケースであって、
　前記冷気吹出口の前方に、指向性を有する同色の照明灯が少なくとも前後２列に配設さ
れており、
　一の前記照明灯は、該一の照明灯の照明領域が前記保冷室内部を全体的に照射するよう
に構成され、
　他の前記照明灯は、該他の照明灯の照射角度が前記一の照明灯の照射角度よりも狭く、
該他の照明灯の照明領域が該一の照明灯の照明領域よりも狭く、かつ、該他の照明灯の照
射指向中心が該一の照明灯の照射指向中心よりも下方を向くように構成されていることを
特徴としている。
　この特徴によれば、指向性を有する複数の照明灯の照明領域及び照射指向中心を異なら
せて、各照明灯の照射領域を分担させることで、保冷室のより広範な領域を照らすととも
に、保冷室内の底部や下段の棚等の照明が届きにくい箇所まで照射することができるばか
りか、照明全体に要するエネルギを省力化できる。
【０００７】
　前記一の照明灯は前記他の照明灯の後側に配置されることを特徴としている。
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　この特徴によれば、前後に配設された複数の照明灯が、それぞれ照射し易い領域を広く
取ることができ、保冷室内部に亘り明るく照射できる。
【０００８】
　前記一の照明灯及び前記他の照明灯それぞれの照射指向中心は、共に後方下方側に向く
ことを特徴としている。
　この特徴によれば、照明灯から発せられる光が保冷室よりも前方にはみ出ることを軽減
し、かつ保冷室内部の奥側まで照明することができる。
【００１０】
　前記一の照明灯はＬＥＤ素子を備え、前記他の照明灯は、ＬＥＤ素子と該ＬＥＤ素子の
前面に係止されたレンズとを備えることを特徴としている。
　この特徴によれば、一の照明灯が、他の照明灯と共通するＬＥＤ素子の前面に、レンズ
を係止させる構造であるため、両照明灯の部品を汎用化できるばかりか、レンズを適宜選
択または交換することで照射角度を容易に設定でき利便性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】オープンショーケースを示す側断面である。
【図２】（ａ）は、照明灯の構造を示す平面図であり、（ｂ）は、同じく側断面図である
。
【図３】集光レンズが取付けられた照明灯を示す側断面図である。
【図４】オープンショーケースに照明灯を取付ける態様を示す概要図である。
【図５】照明灯の照射方向を調整する態様を示す概要図である。
【図６】各照明灯の照明領域を示す側断面図である。
【図７】各照明灯の照射角度を示す図６の部分拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明に係るオープンショーケースを実施するための形態を実施例に基づいて以下に説
明する。
【実施例】
【００１３】
　実施例に係るオープンショーケースにつき、図１から図７を参照して説明する。以下、
図１の画面左側をオープンショーケースの正面側（前方側）として説明する。
【００１４】
　図１に示されるように、オープンショーケース１は、主に商店やスーパーマーケットや
コンビニエンスストア等の食品等を取り扱う販売店舗に設置され、商品を低温に保ったま
ま保冷、または冷凍した状態で陳列するために設置される冷凍冷蔵ショーケースであり、
正面側を開口した内箱３により囲まれた保冷室５には、商品を陳列する棚板６が上下方向
に複数設置され、下部に設けられた底部３ｂにも商品（図示省略）を陳列可能になってお
り、商品を多数載置可能な構成となっている。
【００１５】
　オープンショーケース１は、前面（図の左方）が開放された略コ字形をなす断熱構造の
外箱２と、その内方の、同じく前面が開放された略コ字形の内箱３とからなるケース本体
を備え、その内部空間は保冷室５となっている。内箱３の背面部３ａには、前後に延びる
ブラケット１７，１７，…の後端が取付けられており、ブラケット１７，１７，…の上に
棚板６，６，…が配設されている。この各棚板６，６，…と内箱３の底部３ｂとの上面に
、商品（図示略）が陳列されるようになっている。
【００１６】
　外箱２と内箱３との間には、通風路７が形成され、この通風路７の垂直部と底部には、
それぞれ冷却装置８と送風機９が設置されている。ケース本体の上部の前端には、通風路
７と連通する冷気吹出口１０が下向きに形成され、またケース本体の前端下部の上端には
、上方に開口する冷気の吸込口１１が形成されている。
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【００１７】
　送風機９を作動させると、冷却装置８により冷却された冷気は、矢印のように、通風路
７内を上方に向かって流れ、冷気吹出口１０より、下方の吸込口１１に向かって吹き出さ
れる。これにより、ケース本体の前面の開放面に冷気のエアカーテン１２が形成されると
ともに、その冷気の一部が保冷室５内に流入することにより、陳列商品が保冷されるよう
になる。
【００１８】
　次に、オープンショーケース１における照明について説明する。オープンショーケース
１には、冷気吹出口１０よりも前方側に張り出したキャノピー１３の下面に取付けられた
照明灯１４，１５と、各棚板６の上方に取付けられた照明灯１６とを備えている。このキ
ャノピー１３に取付けられた照明灯１４，１５は、前後方向に並列してキャノピー１３に
取付けられている。
【００１９】
　先ず、照明灯１５の態様について説明する。図２に示されるように、照明灯１５は、透
光性を有する樹脂製のチューブ１８と、チューブ１８内周面に長手方向に沿って固着され
るＬＥＤ基盤１９と、ＬＥＤ基盤１９に複数点在するＬＥＤ素子２０，２０，…と、チュ
ーブ１８の両端を閉塞するエンドキャップ２１，２２を備えている。図２（ｂ）に示され
るように、チューブ１８は、押出形成されており、チューブ１８におけるＬＥＤ素子２０
の照射方向側には、ＬＥＤ素子２０から離間した位置にチューブ１８に沿って形成された
係止部２３，２３が対向して設けられている。この係止部２３は、チューブ１８の内周面
側に突起する突出片２３ａ，２３ａと、突出片２３ａ，２３ａの間に形成された凹溝２３
ｂと、から成る。また、片側のエンドキャップ２２からは配線用のコード２６が延びてい
る。尚、照明灯１６は、照明灯１５と同一構成であるため、説明を省略する。
【００２０】
　また、図１及び図３に示されるように、照明灯１４は、上記した照明灯１５よりも前側
に配設され、照明灯１５，１６と同一規格のＬＥＤ照明灯を用いている。この照明灯１４
には、チューブ１８の係止部２３，２３の凹溝２３ｂ，２３ｂに集光レンズ２４の両端が
嵌合されて配設されている。この集光レンズ２４は、屈曲面２４ａを有しており、照明灯
１４におけるＬＥＤ素子２０の光は、集光レンズ２４を通過する際に収束されて屈曲面２
４ａから照射されるようになっている。
【００２１】
　図４に示されるように、オープンショーケース１における照明灯１４，１５，１６の取
付け箇所には、取付部材２５，２５，…が左右方向に複数配置されている。この取付部材
２５は、弾性部材から成り、前後に湾曲して延びる腕部２５ａ，２５ａを有する。照明灯
１４，１５，１６は、取付部材２５の腕部２５ａ，２５ａの先端側開口から挿入されるこ
とにより、腕部２５ａ，２５ａ内で把持されるようになる。また、図示しないが、配線用
のコード２６は、オープンショーケース１の側板内を通って外部に露出することなく電源
に接続されている。
【００２２】
　また、図５に示されるように、照明灯１４は、取付部材２５の腕部２５ａ，２５ａ内に
把持された状態を維持しつつ手動で回動可能と成っている。これにより、ＬＥＤ素子２０
から照射される光の向きを容易に調整することができるようになっている。尚、照明灯１
５，１６も同様に、腕部２５ａ，２５ａ内において手動で回動可能と成っているため、図
示を省略する。
【００２３】
　図６に示されるように、照明灯１４は、照明灯１４の照射指向中心を示す仮想線αが、
保冷室５の前方側下部を向くように配置されており、保冷室５の底部３ｂ及び下側の棚板
６，６，…の前部を重点的に照らすようになっている。照明灯１５は、照明灯１５の照射
指向中心を示す仮想線βが、照明灯１４よりも後方側を向いて配置されており、保冷室５
の後方側を照らすように配置されている。すなわち、照明灯１４の仮想線αと照明灯１５
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の仮想線βとは、異なった方向を向いている。また、照明灯１６は、各棚板６，６，…を
上方から照らすように向きを調整して配置されている。
【００２４】
　また、照明灯１４は、その光が集光レンズ２４により収束されているため、照明灯１４
の光の拡散角度θ１（照射角度）は、照明灯１５，１６の光の拡散角度θ２，θ２’より
も小さくなっている。より詳しくは、本実施例では、図７に示されるように、照明灯１４
の光の拡散角度θ１は、略７０度に設定されており、照明灯１５の光の拡散角度θ２は、
略１２５度に設定されている。
【００２５】
　つまり、保冷室５内は、光が拡散した照明灯１５により前方から保冷室５内部が全体的
に照射された状態で、光が収束された照明灯１４により、照射し難い保冷室５の底部３ｂ
及び下側の棚板６，６，…の前部が照射されているとともに、照明灯１６により各棚板６
，６，…が上方から照射されている。そのため、保冷室５内における顧客から視認可能な
範囲が上方から確実に照らされ、保冷室５内の全体をショーアップして顧客の購買意欲を
促進させることができる。
【００２６】
　特に、照明灯１４，１５は、それぞれの照射領域を保冷室５内の前後に分担させた状態
で前方側から照射することで、保冷室５のより広範な領域を照らすことができるため、保
冷室５内の照度を保ちながら照明灯の数量を減らすことができ、照明全体に要するエネル
ギを省力化できる。
【００２７】
　また、照明灯１４の光の拡散角度θ１（照射角度）は、集光レンズ２４により照明灯１
５，１６の光の拡散角度θ２，θ２’よりも小さくなっているため、照明灯１４は、各棚
板６，６，…や上方に立ち上がった内箱３の底板前端部により光が遮られやすい内箱３の
底部３ｂの前面側を高い照度で集中的に照らすことができるようになっている。
【００２８】
　また、前方側の照明灯１４は、内箱３の底部３ｂの前面側と下段側の棚板６，６，…の
前方側とを照らし、後側の照明灯１５は、保冷室５内部の後側を主に照らすため、照明灯
１４，１５がそれぞれ照射し易い箇所に向けて保冷室５内を照らすことができる。そのた
め、照明灯１４，１５が照射可能な範囲を最大限に設定することが可能となる。
【００２９】
　また、最も前方側に配された照明灯１４により、照射し難い保冷室５の底部３ｂ及び下
側の棚板６，６，…の前部を照射するため、下側の棚板６，６，…に対して角度をつけて
前方から照射されるため、隣接する上下の棚板６，６の間の奥側まで光が届きやすくなり
、保冷室５内の明るさが向上する。
【００３０】
　また、チューブ１８の係止部２３，２３に集光レンズ２４を着脱することで、光の拡散
角度を変更調整できるため、光の拡散角度の異なるＬＥＤ素子自体を複数種類用意するこ
とがなく、且つ利便性が高い。さらに、ＬＥＤ素子に比べて製造コストの安価な集光レン
ズ２４を複数種類用意すれば、様々な態様の冷凍冷蔵ショーケースに対応することができ
、汎用性及び生産性が高い。
【００３１】
　また、照明灯１４の光の拡散角度θ１は、略７０°に設定されているため、前側の照明
灯１４の照射指向中心を保冷室５の底部３ｂ側に向けることで、照明灯１４から発せられ
る光が保冷室５よりも前方にはみ出ることを軽減させ、かつ保冷室５内部の奥側まで照明
することができる。
【００３２】
　また、照明灯１４，１５，１６は、ＬＥＤ素子２０を用い一般的な蛍光灯に比べ指向性
の高いＬＥＤ照明であるが、照明灯１５が、照明灯１４よりも大きい照射角度で、照明灯
１４と照明灯１６との間の空間を補完して広い領域を照らすため、照度が低い箇所の発生



(6) JP 6423593 B2 2018.11.14

10

20

30

40

50

を低減できる。
【００３３】
　また、照明灯１４，１５，１６は、ＬＥＤ素子２０を用い一般的な蛍光灯に比べ、ＬＥ
Ｄ素子２０発光時の発熱が抑えられている。さらに、照明灯１４，１５は、冷気吹出口１
０よりも前方側に張り出したキャノピー１３の下面に取付けられ、保冷室５の外に配置さ
れているため、ＬＥＤ素子２０発光時の発熱による保冷室５内の温度上昇を防止できる。
【００３４】
　尚、図示しないが、オープンショーケースの照明の別態様として、集光レンズ２４を取
外した照明灯１４が保冷室５の後方側を照らすように配置するとともに、集光レンズ２４
を取付けた照明灯１５を保冷室５の前方側を照らすように配置してもよい。
【００３５】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【００３６】
　例えば、前記実施例では、キャノピー１３の下面には、照明灯１４，１５が前後２列に
取付けられた態様について説明したが、これに限られず、例えば、３列以上に複数設けら
れてもよい。
【００３７】
　また、保冷室５内には、棚板６を照らす照明灯１６が設けられている態様について説明
したが、照明灯１４，１５が保冷室５内を十分な照度で照らすことができれば、必ずしも
設けられることに限られず、照明灯１６の構成を省略してもよい。
【００３８】
　また、集光レンズ２４は、係合部２３，２３に着脱可能となっている態様について説明
したが、各ＬＥＤ素子２０，２０，…を覆うように予め個別に取付けられるものであって
もよいし、チューブ１８に固着されたものであってもよい。また、各照明灯の光の拡散角
度は、上記実施例に限られず、適宜変更してもよい。
【００３９】
　また、各照明灯は、左右に延びる棒状の形状を成す態様について説明したが、これに限
られず、例えば、各照明灯の一部または全部を電球状の照明灯に変更しても構わない。
【符号の説明】
【００４０】
１　　　　　　　　オープンショーケース
２　　　　　　　　外箱
３　　　　　　　　内箱
３ａ　　　　　　　背面部
３ｂ　　　　　　　底部
５　　　　　　　　保冷室
６　　　　　　　　棚板
７　　　　　　　　通風路
８　　　　　　　　冷却装置
９　　　　　　　　送風機
１０　　　　　　　冷気吹出口
１１　　　　　　　吸込口
１２　　　　　　　エアカーテン
１３　　　　　　　キャノピー
１４，１５，１６　照明灯
１７　　　　　　　ブラケット
１８　　　　　　　チューブ
１９　　　　　　　基盤
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２０　　　　　　　ＬＥＤ素子
２１，２２　　　　エンドキャップ
２３　　　　　　　係止部
２３ａ　　　　　　突出片
２３ｂ　　　　　　凹溝
２４　　　　　　　集光レンズ
２４ａ　　　　　　屈曲面
２５　　　　　　　取付部材
２５ａ，２５ａ　　腕部
２６　　　　　　　コード
α　　　　　　　　仮想線（照射指向中心）
β　　　　　　　　仮想線（照射指向中心）
θ１　　　　　　　拡散角度（照射角度）
θ２，θ２’　　　拡散角度（照射角度）

【図１】 【図２】
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